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妻
は
６
時
30
分

に
な
る
と
玄
関
に

出
て
、
ラ
ジ
オ
体

操
を
す
る
事
が
日

課
で
す
。
▼
ラ
ジ

オ
体
操
の
歴
史
は
か
な
り
古
く
、

昭
和
３
年
国
民
の
健
康
の
維
持
・

向
上
を
目
的
と
し
て
、
旧
逓
信
省

簡
易
保
険
局
が
制
定
し
た
「
国
民

保
健
体
操
」が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

翌
年
に
は
ラ
ジ
オ
で
の
全
国
放
送

が
始
ま
り
、「
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」

も
作
ら
れ
、
広
く
国
民
に
普
及
し

ま
し
た
。
敗
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ

り
廃
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ラ

ジ
オ
体
操
の
再
開
を
望
む
声
が
多

く
、
昭
和
26
年
現
在
の
ラ
ジ
オ
体

操
第
一
が
制
定
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
放

送
も
開
始
。
翌
27
年
に
は
職
場
向

け
に
ラ
ジ
オ
体
操
第
二
が
制
定
さ

れ
、
さ
ら
に
28
年
か
ら
は
夏
休
み

に
全
国
で
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
会
」
も
開
始
。
ラ
ジ
オ
中
継
も

さ
れ
一
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
人
口
が

増
え
た
そ
う
で
す
。
昭
和
32
年
に

は
テ
レ
ビ
放
送
も
始
ま
り
、
全
国

で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
言
え

る
体
操
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

▼
現
在
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
当
時

の
運
動
の
専
門
家
25
人
が
集
ま
っ

て
、「
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
」「
ど

こ
で
も
す
ぐ
に
で
き
る
」「
気
持

ち
よ
く
行
え
る
」
運
動
で
あ
り
な

が
ら
「
健
康
増
進
に
役
立
つ
」
も

の
と
な
る
よ
う
、
３
分
程
度
の
中

に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
連
帯
・
協
同
で
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
を
つ
く
ろ
う
�
」

さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
よ
り
、社
会
貢
献
の
輪
を
広
げ
る

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
、
第
３
回
（
第
55
回
）
通
常
総
会
開
催

　

県
労
福
協
は
、
５
月
22
日
（
金
）、
鹿
児
島
市
で
第
３
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
来
賓

の
ほ
か
、
役
員
、
代
議
員
59
名
が
出
席
し
、
２
０
１
５
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
を
決
定
し
、
理
事
の
補
充
と

監
事
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

立
石
博
文
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
県
労
福
協
は
、
半
世
紀
以
上

に
及
ぶ
労
福
協
の
運
動
の
歴
史
を

継
承
し
つ
つ
あ
ら
た
な
事
業
展
開

と
合
わ
せ
て
、
鹿
児
島
県
勤
労
者

福
祉
基
金
協
会
か
ら
引
き
継
い
だ

公
益
目
的
事
業
と
共
に
、
生
活
困

窮
者
支
援
事
業
な
ど
、
総
合
生
活

支
援
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し

て
、
さ
ら
な
る
社
団
法
人
労
福
協

運
動
の
充
実
と
拡
充
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
連
合
並
び

に
構
成
組
織
労
働
組
合
・
行
政
・

市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
々
、
さ
ら

な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
よ

り
、
社
会
貢
献
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
が
労
福
協
運
動
の
課
題
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

県
労
福
協
は
、
組
合
員
の
福
利

厚
生
の
充
実
・
可
処
分
所
得
向
上

と
し
て
、
労
金
・
全
労
済
の
福
祉

一般社団法人鹿児島県労働者福祉協議会役員体制
（2015年５月22日）

事
業
団
体
の
利
用
促
進
や
、
組
織

内
だ
け
で
な
く
社
会
的
共
感
を
得

役職名 氏　名 選出団体役職名
理 事 長 立石　博文 全労済鹿児島県本部本部長
副理事長 東　　幸也 九州労働金庫鹿児島県本部本部長

〃 榮留　道夫 連合鹿児島会長代行
専務理事 畑中　和広 常勤
常務理事 下町　和三 連合鹿児島事務局長
理　　事 大島　幹敏 連合鹿児島副会長

〃 川俣　広孝 連合鹿児島副会長
〃 日高　実禎 連合鹿児島副会長
〃 宮田　修一 九州労働金庫鹿児島県本部副本部長
〃 岡　　勝行 全労済鹿児島県本部専務
〃 小濱　久則 県生協連副会長理事
〃 野元　龍二 県生協連専務理事　
〃 石田　則行 鹿児島地域労福協事務局長
〃 三浦　辰男 北薩地域労福協事務局長
〃 外薗　典明 姶良伊佐地域労福協事務局長
〃 坂口　和俊 大隅地域労福協事務局長
〃 森﨑　晴志 県高齢・退職者団体連合会長

監　　事 下馬場　学 連合鹿児島副会長
〃 斉之平和伸 九州労働金庫鹿児島南支店長

ら
れ
る
運
動
と
し
て
、
社
会
貢
献

と
し
て
の
安
心
ネ
ッ
ト
の
拡
充
・

貧
困
や
多
重
債
務
者
対
策
・
住
民

の
方
々
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み
事
に
対

す
る
出
張
相
談
・
国
際
貢
献
活
動

等
々
社
会
の
安
心
を
支
え
る
た
め

の
運
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

≪
ご
来
賓
御
礼
≫

　

森
山
健
二
様
（
鹿
児
島
県
商
工

労
働
水
産
部
次
長
）、南　

勝
之
様

（
鹿
児
島
市
経
済
局
経
済
局
長
）、

新
枦
政
志
様
（
鹿
児
島
県
商
工
労

働
水
産
部
雇
用
労
政
課
主
幹
兼
労

政
係
長
）（
同
行
）、樋
渡
克
幸
様（
鹿

児
島
市
経
済
局
経
済
振
興
部
雇
用

推
進
課
主
任
）（
同
行
）
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第
１
回
県
本
部
推
進
委
員
会
・

運
営
委
員
会
合
同
会
議
が
５
月
14

日
、
県
本
部
５
階
大
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
山
推
進
委

員
長
を
議
長
に
選
出
し
、２
０
１

　

２
０
１
５
年
５
月
26
日
、指
宿
地

域
推
進
委
員
会
を
皮
切
り
に
、
13

支
店
・
４
地
域
で
推
進
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、２
０
１
４
年
度
の
総
括

お
よ
び
２
０
１
５
年
度
の
推
進
活

動
方
針
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、店
全
体
会
議
を
開
催

し
、第
15
回
通
常
総
会
に
向
け
た
事

前
の
議
案
討
議
お
よ
び
総
会
代
議

員
の
選
出
等
を
行
い
ま
し
た
。
各

地
区
の
推
進
委
員
会
の
模
様
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

■
鹿
屋
支
店
推
進
委
員
会

　

鹿
屋
支
店
推
進
委
員
会
で
は
、

５
月
28
日
、ホ
テ
ル
大
蔵
で
、推
進

委
員
会
と
店
全
体
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

伊
集
院
推
進
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、議
事
に
入
り
、①
経
過
、②
２

０
１
４
年
度
末
概
況
・
重
点
課
題

の
取
り
組
み
結
果
、
③
県
本
部
事

業
推
進
方
針
、
④
九
州
推
進
会
議

活
動
方
針
、
⑤
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、⑥
新
型
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
、⑦
会

員
還
元
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
提
案
し
、

全
議
案
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、し
あ
わ
せ
創
造
運
動
を
更
に
強

化
し
、「
き
っ
と
」「
も
っ
と
」「
ず
っ

と
」
お
役
に
立
て
る
福
祉
金
融
機

関
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る
た

め
、
各
項
目
の
目
標
必
達
に
向
け

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、店
全
体
会
議
と
な
り
、県

本
部
よ
り
、
挨
拶
・
議
案
の
提
起

を
受
け
、
臨
時
代
議
員
３
人
の
確

認
も
さ
れ
ま
し
た
。

 

２
０
１
５
夏
季

「
あ
し
な
が
育
英
会
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
催
中
！

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
ろ
う
き

ん
業
態
を
あ
げ
て
支
援
を
続
け
て

お
り
、
福
祉
金
融
機
関
と
し
て
活

２
０
１
５

「
第
１
回
合
同
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
！

鹿
児
島
県
本
部

４
年
度
の
総
括
お
よ
び
２
０
１
５

年
度
の
県
本
部
事
業
推
進
方
針
な

ら
び
に
九
州
推
進
会
議
活
動
方
針

に
つ
い
て
、
満
場
一
致
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
季
「
あ
し
な
が
育
英

会
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
フ

レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
成
功
に
向
け
、
山
下
事
務
局
長

よ
り
提
案
が
あ
り
、
推
進
委
員

会
・
運
営
委
員
会
が
共
に
力
を

合
わ
せ
、
取
り
組
み
を
展
開
し
て

提案する山下事務局長肥後副推進委員長（新任）西牟田副推進委員長（新任）

い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
回
よ
り
、
県
本
部
推

進
委
員
会
の
役
員
が
交
代
と
な

り
、
新
た
な
推
進
四
役
と
し
て
、

平
山
貴
久
推
進
委
員
長
（
現
、
鹿

児
島
市
職
労
）、
肥
後
克
典
副
推

進
委
員
長
（
新
、
霧
島
市
職
）、
西

牟
田
幸
二
副
推
進
委
員
長
（
新
、

県
職
労
）、
山
下
暢
志
事
務
局
長

（
現
、
全
タ
イ
ヨ
ー
労
組
）
と
な

り
ま
し
た
。

動
す
る
ろ
う
き
ん
で
は
、『
あ
し

な
が
育
英
会
』
を
支
援
先
の
一
つ

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
成
長
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
６
月
１
日
（
月
）
～

７
月
31
日
（
金
）
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
に
預
け
入
れ
い
た
だ
い
た
個

人
預
金
（
退
職
者
専
用
定
期
預
金

を
除
く
）
を
寄
付
対
象
と
し
て
、７

月
末
の
預
金
増
加
額
の
０
・
02
％
相

当
額
を
≪
九
州
ろ
う
き
ん
≫
が
拠

出
し
、『
あ
し
な
が
育
英
会
』
へ
寄

付
し
ま
す
。

５
／
26
～
６
／
12

各
地
区
で
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
！挨拶をする伊集院推進委員長
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第15回通常総会を開催します
　来る６月24日(水)に、労働金庫法、定款およ
び総会の構成に関する規約に基づき、九州労
働金庫第15回通常総会を開催します。開催要
領概要は次の通り。

九州労働金庫第15回通常総会開催要領

　労働金庫法、定款および総会の構成に関す
る規約に基づき、下記のとおり第15回通常総
会を開催します。

１．招　　集
　　定款第25条に基づき、理事長が招集する。
２．開催日時
　　201５年６月2４日(水) 午後１時00分から
３．会　　場
　　アクロス福岡 地下２階 ｢イベントホール｣
　　福岡市中央区天神１－１－１
　　　TEL 092－725－9113

（以下省略）

■
出
水
支
店
推
進
委
員
会

　

議
題
に
つ
い
て
は
、２
０
１
４
年

度
末
概
況
、
２
０
１
５
年
度
事
業

推
進
方
針
及
び
新
型
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
「
ツ
カ
え
ー
る
」
に
つ
い
て
提
案

が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、来
年
度
の
新
店
舗
の
新
築
に
つ

い
て
も
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、随
時

実
行
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

■
鹿
児
島
南
支
店
推
進
委
員
会

　

第
１
回
店
会
員
全
体
会
議
・
鹿

児
島
南
支
店
推
進
委
員
会
を
６
月

３
日
、マ
リ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
28
会
員
40
人
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

店
会
員
全
体
会
議
で
は
、
東
県

本
部
長
よ
り
第
15
回
通
常
総
会
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、臨
時
代
議

員
の
選
出
・
役
員
の
補
充
選
任
に

つ
い
て
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
支
店
推
進
委
員
会
を
開
催

し
、山
下
事
務
局
長
よ
り
昨
年
度
概

況
及
び
取
り
組
み
結
果
、「
し
あ
わ

せ
創
造
運
動
」
を
軸
と
す
る
今
年

度
営
業
推
進
方
針
な
ど
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
、確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

推
進
委
員
会
と
一
体
と
な
り
目
標

必
達
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

す
る
事
を
再
確
認
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

議長を務めた続さん

挨拶をする松原推進委員長

提案をする美坂事務局長

挨拶をする森田推進委員長

け
た
全
体
会
議
を
開
催
し
、
総
会

議
案
討
議
に
入
り
全
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、出
席
代
議
員

に
つ
い
て
は
支
店
推
進
役
員
会
へ
一

任
さ
れ
ま
し
た
。

■
霧
島
支
店
推
進
委
員
会

　

霧
島
支
店
で
は
５
月
29
日
に
20

会
員
34
人
参
加
の
も
と
、
第
１
回

霧
島
支
店
推
進
委
員
会
・
店
全
体

会
議
を
霧
島
支
店
会
議
室
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
東
推
進
委
員

長
挨
拶
の
後
、
２
０
１
４
年
度
業

務
概
況
及
び
重
点
課
題
の
結
果
や
、

２
０
１
５
年
度
営
業
推
進
方
針
、

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
提
案
が
あ
り
、
推

進
委
員
会
・
各
会
員
・
ろ
う
き
ん

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、会
議
終

了
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
、
各
会

員
・
職
員
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

■
種
子
島
支
店
推
進
委
員
会

　

２
０
１
５
年
度
第
１
回
種
子
島
支

店
推
進
委
員
会
及
び
店
全
体
会
議

を
５
月
29
日
、種
子
島
支
店
２
階
会

議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
開

会
に
先
立
ち
、下
村
副
推
進
委
員
長

よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、大
石
推

進
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
議
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
度
第
１
回
出
水
支

店
推
進
委
員
会
・
全
体
会
議
が
５

月
29
日
、
参
加
会
員
８
会
員
・
参

加
者
20
人
で
出
水
市
「
鶴
丸
会
館
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
、松

原
推
進
委
員
長
を
選
出
後
、
年
間

活
動
方
針
・
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
に
つ
い
て
は
、出
水
支
店
よ
り

提
案
、
支
店
独
自
の
取
り
組
み
方

針
・
活
動
強
化
基
金
の
利
用
方
針

に
つ
い
て
推
進
役
員
よ
り
個
別
に

提
案
し
、す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て

異
議
無
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
第
15
回
通
常
総
会
に
向
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第
８
回
　
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
　 

～
共
済
事
業
の
拡
大
に
向
け
て
～

報  告

　

第
８
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
を
２
０
１
５
年

５
月
20
日
（
水
）
に
マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し
ま
４
階
会

議
室
に
て
開
催
し
、連
合
鹿
児
島
・
鹿
児
島
県
労
福
協

を
は
じ
め
、26
の
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
構
成
員
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
「
第
１
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
」
に
て

確
認
さ
れ
た
、『
①
統
一
的
な
要
請
事
項
』『
②
各
産
別
・

単
組
の
実
情
に
応
じ
た
個
別
要
請
事
項
』
に
つ
い
て
、

各
産
別
・
単
組
の
取
り
組
み
状
況
と
実
績
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、２
０
１
５
年
度
の
取
り
組
み
に
む
け
て
、

２
０
１
５
年
度
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
活
動
計
画

（
案
）
お
よ
び
産
別
・
単
組
の
２
０
１
５
年
度
の
具
体

的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
、協
議
・
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、さ
ら
な
る
「
共
済
事
業
の
拡
大
」
を
め
ざ
し
、

産
別
・
単
組
お
よ
び
協
力
団
体
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
の
具
体
的
な

活
動
の
内
容

■
報
告
事
項

　

⑴
全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年
記
念
表
彰
基
準
に
つ
い
て

　

⑵�

全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年
事
業
計
画
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

　
　

★
２
０
１
４
年
度
協
力
団
体
〈
新
規
・
保
有
〉
実
績

　
　

★�〈
自
賠
責
共
済
〉保
有
・
新
規
契
約
実
績
＆
協
定
書
締
結

状
況

■
議
題

　

⑴�

２
０
１
５
年
度
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
活
動
計
画
（
案
）

【
検
討
段
階
】
に
つ
い
て

　

⑵�

２
０
１
５
年
度
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
活
動
計
画（
案
）

に
つ
い
て

　

⑶
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
へ
の
構
成
員
の
選
出
に
つ
い
て

【立石本部長】

組合員が全労済に加入し
ていることの証しとして、

『全労済ぐりんぼうステッ
カー』を協力団体・組合
員を対象に配布する予定
です�

～組合員アピール運動～

■
統
一
的
な
取
り
組
み
要
請
事
項

　

⑴
自
賠
責
共
済
の
推
進

　

⑵
機
関
紙
へ
の
掲
載

　

⑶
産
別
傘
下
・
関
係
組
織
未
加
入
団
体
の
紹
介

　

⑷
全
労
済
関
連
行
事
へ
の
積
極
的
な
関
わ
り

　

⑸
全
労
済
推
進
会
議
の
設
置
促
進

　

⑹「
共
済
活
動
表
彰
検
討
部
会
（
仮
称
）」
設
置

　

⑺「
全
労
済
組
合
員
ア
ピ
ー
ル
運
動
」
の
取
り
組
み

■
各
産
別
・
単
組
の
実
情
に
応
じ
た
個
別
要
請
事
項

　

⑴
基
礎
保
障
の
充
実
の
取
り
組
み

　

⑵
生
活
保
障
設
計
運
動
の
積
極
的
な
展
開

　

⑶
若
年
層
・
離
退
職
者
へ
の
対
策

　

⑷
住
ま
い
る
共
済
の
推
進

　

⑸
マ
イ
カ
ー
共
済
の
推
進

　

⑹�

全
労
済
指
定
整
備
工
場
と
の
連
携
強
化
・
入

庫
促
進

　

⑺
協
力
団
体
構
成
員
以
外
の
方
へ
の
紹
介

　

⑻�

連
合
・
労
福
協
・
労
働
金
庫
と
連
携
し
た
取

り
組
み

　

⑼
ぐ
り
ん
ぼ
う
各
店
舗
へ
の
来
店
誘
導

　

⑽
イ
ベ
ン
ト
・
催
し
へ
の
全
労
済
の
参
加

※
傍
線
は
新
た
な
取
り
組
み
・
補
強
し
た
取
り
組
み
で
す
。
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  全労済鹿児島 全労済 

2010 年 
◎創立 50 周年記念キャンペーンの実施 

◎ぼうさいカフェの取り組みスタート 

◎自然災害「大型タイプ」を新設 

◎保険法の施行 

2011 年 
◎「第 1 回産別・単組代表者会議」の開催 

◎「交通事故撲滅キャンペーン路面電車広告」の実施 

◎東日本大震災の発生、被災者・被災地への支援活動 

◎「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」の展開 

2012 年 
◎「第 1 回県本部推進会議・地域推進委員会」の開催 

◎「介護サービス事業」の事業移管 

◎2012 年国際協同組合年 

◎「東日本大震災復興支援チャリティーコンサート」の実施 

2013 年 
◎「全労済鹿児島創立 55 周年事業計画」をスタート 

◎「地域イベント」への積極展開 

◎こくみん共済 30 周年、U-12 サッカー協会特別協賛 

◎「マイページサービス」の開始 

2014 年 
◎「全労済指定整備工場共済代理店会」を設立 

◎「全国統一店舗キャンペーン」取り組みスタート 

◎「2014～2017 年度中期経営政策(Z-60)をスタート 

◎「火災共済 60 周年」「団体生命共済制度改定」 

2015 年 

◎「全労済鹿児島創立 55 周年」 

◎創立 55 周年記念「新聞・TV・ラジオ広告」 

◎創立 55 周年記念「音楽の絵本コンサート」開催 

◎「住まいる共済(新火災・新自然災害共済)」発売 

 

地
域
推
進
委
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

協
力
団
体
活
動
へ
の

参
加
の
ご
紹
介

全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年

記
念
式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

全
労
済
鹿
児
島
55
周
年
を
記
念
し
、記
念
式
典
・

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
第
８
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議

を
５
月
20
日
（
水
）、マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し
ま
３
階

マ
リ
ン
ホ
ー
ル
に
て
、開
催
し
ま
し
た
。

　

産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
の
構
成
団
体
を
は
じ
め
、

全
労
済
地
域
推
進
委
員
会
の
代
表
者
、労
働
者
福
祉

事
業
団
体
の
方
々
な
ど
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
中
で
は
、『
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

の
あ
ゆ
み
』
と
題
し
、
鹿
児
島
県
労
済
生
協
、
全
労

済
鹿
児
島
県
本
部
の
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
、

２
０
１
０
年
～
２
０
１
５
年
の
出
来
事
を
中
心
に
紹

介
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、２
年
後
の
２
０
１
７
年
「
全
労
済
60
周

年
」、５
年
後
の
２
０
２
０
年
「
全
労
済
鹿
児
島
60
周

年
」
を
見
据
え
、協
力
団
体
・
労
働
者
福
祉
事
業
団

体
と
連
携
し
、次
世
代
を
担
う
若
年
層
や
重
点
共
済

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
南
国
交
通
労
働
組
合 

拡
大
執

行
委
員
会
」
が
６
月
３
日
（
水
）

に
霧
島
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
労
済
は
講
師
要
請
を
い
た
だ

き
、
当
日
は
20
人
の
執
行
委
員
の

方
々
に
左
記
の
内
容
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
「
身
近
な
全
労
済
」

を
合
言
葉
に
協
力
団
体
の
セ
ミ

ナ
ー
や
催
し
等
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
０
１
５
年
度
の
積
極
的
な
活
動
を
め

ざ
し
、全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
推
進
会
議
、

各
地
域
推
進
委
員
会
を
左
表
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
開
催
案
内
は
別
途
送
付
し
ま
す
。

【
住
ま
い
る
共
済
】

～
建
物
構
造
区
分
の

　
　
　
　
確
認
方
法
に
つ
い
て
～

　
①
建
区
確
認
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

　
②
確
認
申
請
書

　
③
設
計
図
面

　
④
火
災
保
険
証
券

　
⑤
耐
火
基
準
申
請
書

案 内

報 告

報 告

創立55周年事業計画実行委員会
【榮留実行委員長】

２
０
１
０
年
～
２
０
１
５
年
の
出
来
事

開催日 開始時間 地域推進委員会名 場　　所(予定)

６月８日 月 14時 全労済鹿児島県本部推進会議 全労済鹿児島県本部

６月１６日 火 18時30分 鹿児島地域推進委員会 全労済鹿児島県本部

６月１８日 木 18時 奄美（徳之島）地域推進委員会 九州労働金庫　徳之島支店

６月１９日 金 18時 奄美（奄美）地域推進委員会 九州労働金庫　大島支店

６月２２日 月 18時30分 北薩地域推進委員会 九州労働金庫　川内支店

７月１日 水 18時 熊毛（屋久島）地域推進委員会 屋久島商工会議所　宮之浦本所

７月２日 木 18時30分 熊毛（種子島)地域推進委員会 九州労働金庫　種子島支店

７月７日 火 18時30分 南薩地域推進委員会 枕崎市民会館　第２会議室

７月８日 水 18時30分 大隅地域推進委員会 大黒グランドホテル

７月８日 水 18時30分 姶良・伊佐（姶良）地域推進委員会 九州労働金庫　霧島支店

７月９日 木 18時 姶良・伊佐（伊佐）地域推進委員会 九州労働金庫　大口支店
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臨床心理士　山藤奈穂子

　

Ｑ　

ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
す
ぐ
悩
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

　

Ａ　
ス
ト
レ
ス
は
、過

去
と
未
来
か
ら
や
っ
て

き
ま
す
。「
あ
あ
し
な
け

れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
い

う
過
去
へ
の
後
悔
と
自

己
嫌
悪
、あ
る
い
は
「
う

ま
く
で
き
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」
と
い
う

未
来
に
つ
い
て
の
不
安
。

人
間
は
目
の
前
に
な
い

も
の
に
つ
い
て
悩
む
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
脳
の
ス
ペ
ー
ス
を

占
領
し
、
作
業
効
率
を

下
げ
る
原
因
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

Ｑ　

ど
う
す
れ
ば
、
過
去
や
未
来

に
つ
い
て
悩
ま
ず
に
す
み
ま
す

か
？

　

Ａ　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い

う
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
が
あ
り
ま
す
。

古
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
瞑
想

法
な
の
で
す
が
、最
近
は
欧
米
で

う
つ
や
不
安
に
対
す
る
効
果
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、治

療
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｑ　
ど
ん
な
方
法
で
す
か
？

　

Ａ　

ま
ず
ゆ
っ
た
り
と
し
た

姿
勢
で
深
呼
吸
を
し
ま
す
。
３

秒
吸
っ
て
、５
秒
吐
き
ま
す
。
そ

の
と
き
、呼
吸
数
を
数
え
ま
す
。

そ
し
て
、鼻
や
唇
を
通
っ
て
胸
に

入
る
空
気
の
流
れ
に
意
識
を
向

け
ま
す
。
頭
の
中
を
空
っ
ぽ
に

し
て
、悩
み
事
を
い
っ
し
ょ
に
吐

き
出
す
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
ま

す
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、あ
な
た
の

す
べ
て
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
深
呼
吸
を
繰

り
返
し
、体
の
力
が
抜
け
た
、気

持
ち
の
よ
い
感
じ
を
味
わ
い
ま

す
。
す
る
と
、頭
の
中
が
ス
ッ
と

静
ま
る
感
じ
が
し
て
く
る
は
ず

で
す
。
悩
み
事
と
心
理
的
な
距

離
を
と
る
こ
と
が
で
き
、ス
ト
レ

ス
や
不
安
へ
の
対
処
能
力
が
ぐ

ん
と
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
す
。

幸せになる思考力（７）

ニュース・
ワード

１００円朝食

　

一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
多
く
の
学

生
が
、生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
。

自
炊
を
お
っ
く
う
が
っ
て
コ
ン
ビ
ニ

弁
当
で
夕
食
を
済
ま
せ
た
り
、
朝
は

授
業
開
始
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
寝
て
い
て

朝
食
は
抜
き
、
と
い
う
学
生
た
ち
に

好
評
で
す
。

　

規
則
正
し
く
朝
食
を
摂
る

こ
と
で
、
健
康
的
な
学
生
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
、
父

母
の
会
な
ど
の
支
援
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

は
昨
年
か
ら
都
内
の
大
学
で

期
間
限
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た

試
み
で
す
。

　
「
１
限
の
授
業
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
宅

で
作
る
手
間
が
な
く
な
っ

た
」
と
い
っ
た
学
生
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
行
実
施
し
て
い
た
駒
沢
大

学
、
明
治
大
学
に
加
え
て
今
年
度
か

ら
は
東
京
経
済
大
学
で
も
始
ま
り
ま

し
た
。

読
　
者

か
ら
の

声
　

191

　

し
ば
ら
く
鹿
児
島
を
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も

両
親
が
全
労
済
を
か
け
て
い
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
で

支
払
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

年
齢
的
に
両
親
の
介
護
の
必
要
性

に
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
介
護
に

関
す
る
制
度
（
休
暇
等
）
が
充
実
し

て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。
育
児
休
暇

制
度
並
み
に
充
実
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

久
し
ぶ
り
の
応
募
で
す
。一
面
の「
噴

火
口
」
を
読
み
、不
在
者
投
票
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
私
利
私
欲
で
動
く
議

員
は
Ｎ
Ｏ
�　

で
す
よ
ね
。
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
日
本
を
残
し

て
あ
げ
た
い
と
思
い
な
が
ら
の
一
票
を

投
じ
ま
し
た
。　　
（
水
俣
市
・
女
性
）

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
学
ぶ
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
中
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
子
屋
レ
ポ
ー
ト
を

読
ん
で
、
学
べ
る
幸
福
を
日
本
の

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
「
読
者
か
ら
の
声
」
欄
は
身
近
な

内
容
で
一
番
は
じ
め
に
目
に
し
ま

す
。「
幸
せ
に
な
る
思
考
力
」
も
大

変
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
自
助
努

力
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ネ
�

（
伊
佐
市
・
女
性
）
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連
合
鹿
児
島
地
域
協
議
会
と
鹿

児
島
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

が
、
共
催
の
第
23
回
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
２
０
１
５
年
５
月
19
日

（
火
）
に
Ｔ
―
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ

で
開
催
し
、１
１
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

18
時
30
分
に
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
、
１
チ
ー
ム
３
人
で
編
成
し
職

場
や
単
組
の
仲
間
や
家
族
で
２

ゲ
ー
ム
楽
し
み
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
参
加
賞
は
も
ち

ろ
ん
、
入
賞
10
本
、
飛
び
賞
50
本
、

特
別
賞
９
本
、
Ｂ
Ｂ
賞
と
多
数
あ

り
、
賞
品
も
国
産
黒
毛
和
牛
サ
ー

ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
や
ロ
ー
ス
す
き

焼
き
用
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
洗

剤
セ
ッ
ト
、扇
風
機
な
ど
多
彩
で
、

参
加
者
は
親
睦
と
と
も
に
、
賞
品

ゲ
ッ
ト
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア

「
４
０
７
」
で
南
日
本
総
合
サ
ー

ビ
ス
分
会
の
小
野
あ
つ
子
さ
ん

（
写
真
）
が
、
女
性
で
初
め
て
優

勝
し
ま
し
た
。

　

北
薩
地
域
労
福
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
講
座
「
ホ
タ
ル
観
賞
」

を
５
月
30
日
（
土
）
に
開
催
し
ま

し
た
。
さ
つ
ま
町
二
渡
地
区
の
皆

さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
て

な
し
て
く
れ
る
「
ホ
タ
ル
舟
」
に

乗
船
し
て
、
ホ
タ
ル
の
観
賞
を
行

い
ま
し
た
。
時
折
雨
が
降
る
あ
い

に
く
の
天
気
に
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
２
名
を
含
む
13
名
の
参
加

者
で
楽
し
み
ま
し
た
。集
合
し
て
、

ご
当
地
グ
ル
メ
「
黒
毛
和
牛
た
け

の
こ
丼
」
を
堪
能
し
、
乗
船
し
ま

し
た
。今
年
は
春
の
気
温
が
高
く
、

終
わ
り
を
迎
え
る
時
期
と
な
り
、

乱
舞
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

船
頭
さ
ん
か
ら
、
ホ
タ
ル
は
光
で

相
手
を
探
し
、
雄
は
交
尾
が
終
わ

る
と
死
に
、
雌
も
産
卵
後
死
ん
で

い
く
。
水
面
に
流
れ
て
い
る
光
は

死
骸
で
あ
る
と
か
、
知
ら
な
か
っ

た
ホ
タ
ル
の
一
生
を
含
め
、
多
く

を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
川
舟

で
し
か
体
験
で
き
な
い
、
水
面
に

第
23
回
鹿
児
島
地
協
・
地
域

労
福
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

鹿
児
島
地
域
労
福
協

「
は
か
な
い
ホ
タ
ル
の
一
生

を
感
じ
な
が
ら
…
」

北
薩
地
域
労
福
協

映
る
幻
想
的
な
光
を
堪
能
し
、
自

然
の
大
切
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
来

年
の
乱
舞
観
賞
に
期
待
し
て
終
了

し
ま
し
た
。

伊佐地区

第86回メーデー 各地区のスナップ

熊毛地区奄美地区

大隅地区
北薩地区 南薩地区

カンボジア子ども教育支援カンパ継続中
　感謝�　各地のメーデーで下記の内容のカンパ金が集まりました。引き続
きカンパの取り組みを行っています。ご協力をお願い致します。

・鹿児島メーデー　　63,585円　　　・大隅地域メーデー　  4,012円
・奄美地域メーデー　13,458円　　　・熊毛地域メーデー　15,810円

　 ・北薩地域メーデー　19,532円

■振込先
・金融機関
　　　九州労働金庫鹿児島南支店
・口座№　　　　　　　　　　　・口座名義
　　　１５８８７６６　　　　　　　　一般社団法人鹿児島県労働者福祉協議会
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
７
月
８
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

５
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

61
通
で
、
60
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「しゃせいかい」
　　 (写生会）

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
ウ
ナ
ギ
に
と
っ
て
は
受
難

の
日

７
　�

苦
あ
れ
ば
こ
そ

８
　�

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
で
す

10
　�

…
…
ひ
と
つ
し
な
い
で
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た

12
　�

自
然
科
学
を
学
び
ま
す

13
　�

歴
史
学
者

16
　�

目
を
開
け
な
く
て
も
見
え

ま
す

17
　�

先
生
の
話
が
さ
ら
に
お
も

し
ろ
く
な
り
ま
す
ね

20
　�

ベ
ー
ス

21
　�

海
水
浴
場
で
の
遊
び
の
ひ

と
つ

24
　�

身
を
引
く
こ
と

25
　�

最
近
は
あ
ま
り
か
ぶ
り
ま

せ
ん
。
…
…
キ
ャ
ッ
プ

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

朝
は
「
ま
れ
」、
夜
は
「
刑

事
も
の
」
か
な
？

２
　�

お
と
ぎ
話
「
舌
切
り
雀
」

の
登
場
人
物
の
一
人
は
…
…

ば
あ
さ
ん

３
　�

商
品
や
税
金
を
納
め
る
期

限

４
　�

７
月
20
日
は
…
…
の
日

５
　�

寺
院
な
ど
の
大
棟
の
両
端

に
取
り
付
け
ら
れ
た
飾
り

６
　�

…
…
は
金
な
り

９
　�
…
…
を
避
け
て
時
差
通
勤

11
　�
遊
泳
が
禁
止
さ
れ
ま
す

14
　�
ツ
ル
よ
り
も
長
生
き
？

15
　�

メ
ダ
カ
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
も

仲
間

18
　�

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
昼
食
で

人
気
で
す
。
ワ
ン
…
…
ラ

ン
チ

19
　�

洪
水
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す

22
　�

漢
字
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た

23
　�

キ
ネ
ズ
ミ
と
も
言
い
ま
す

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

永
田
亜
由
美　
　

宮
内　

正
弘

　

浜
上
か
お
り　
　

池
元　

浩
喜

　

田
中
美
千
代　
　

有
薗　

敏
英

　

中
野　

汐
里　
　

福
添　

正
純

　

馬
場　

好
美　
　

鶴
園　

幸
一

　

町
田
美
穂
子　
　

中
浜　

一
昭

　

山
之
内　

薫　
　

岩
田
喜
一
郎

　

藤
井　

浩
子　
　

下
野　

克
己

　

山
崎　

悦
子　
　

帆
北　

宗
弘

　

塚
脇　

有
美　
　

井
神　

政
一

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります

☆消費者トラブルと思われる内容の 
ご相談に無料で専門家が応じます。

 

日時：７月４日（土曜日） 
10 時～１６時 

電話：０９９-２８６-１１２９

☆例えば、こんなご相談・・・・・・・・   
●訪問販売で商品を強力に勧められて購入したけれど、商品の返品は可能ですか？ 

●冠婚葬祭互助会を途中でやめたら解約手数料を差し引かれたのですが、これって

当然のこと？ 

●「専門学校を途中でやめたら既に支払っている授業料は全額返金できないといわれま

した。納得いかないのですが…」 

●賃貸住宅の契約や敷金のことでちょっと納得できないことがあります・・・・。 

●無料と書いてあるインターネットサイトを見たら請求が来た！どうしたらいいの？ 

・ご相談をお聞きし、内容に応じて適切な相談窓口をご案内します。尚、個人情報はご本
人の同意を得ずに他の目的で利用することはありません。 

【主催】特定非営利活動法人消費者ネットワークかごしま 
 ＜お問い合わせ＞  消費者ネットワークかごしま事務局 

鹿児島市広木１丁目１番１号（鹿児島県生協連内）Fax ０９９－８１３－４１６３ 
            ℡ ０９９－２８６－１１２９ 月曜日～金曜日：9時～18時 

ＮＰＯ消費者ネットワークかごしまより  お知らせ 

＊電話代はご相談者の方のご負担となりますことご了承下さい。 


